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い
ま
す
。

　

新
た
な
年
度
を
迎
え
、
当
会
は
、「
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」
と
「
生
産
性
の
向
上
」
の

実
現
に
至
る
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
に
加
え
て
、
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
に
適
応

し
、
日
本
経
済
の
再
興
に
向
け
た
歩
み
を
着
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
次
に
述
べ
ま
す
三

つ
の
課
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
一
の
課
題
は
、「
働
き
方
改
革
の
推
進
」
で
あ
り
ま
す
。

　

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
政
府
は
、
去
る
三
月
二
十
八
日
に
、「
働
き
方
改

革
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
外
で
あ
っ
た
建

設
業
に
対
し
て
も
、
五
年
の
猶
予
期
間
を
お
い
て
、
罰
則
付
き
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
会
で
は
、
長
時
間
労
働
を
是
正
し
、
建
設
業
の
就
業
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
は
「
担

い
手
確
保
」
に
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
に
た
ち
、
こ
れ
を
契
機
に
週
休
二
日
の
定
着
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
理
事
会
で
決
議
し
、
そ
の
推
進
体
制
と
し
て
「
週
休
二
日
推
進

本
部
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
概
ね
五
年
を
目
途
に
、
週
休
二
日
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
会
員
各
社
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
」
は
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
建
設
現
場
を
担
う
三
〇
〇
万
人
を
超
す
技
能
者
の
資
質
と
キ

ャ
リ
ア
を
、
言
わ
ば
認
証
す
る
建
設
業
の
基
礎
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
こ
れ
が
普
及
す
れ
ば
、

一
人
親
方
や
非
正
規
労
働
者
の
多
い
建
設
技
能
者
が
「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
建
設
業
株
式
会

社
」
の
一
員
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
建
設
技
能
者
の
処
遇
の
安
定
と

建
設
現
場
の
効
率
化
が
飛
躍
的
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

当
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
、
各
種
業
界
団
体
、
労
働
組
合
等

　

こ
の
た
び
、
理
事
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
日
本
建
設
業
連
合
会
の
会
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
こ
と
、
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
情
勢
を

考
え
ま
す
と
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

宮
本
土
木
本
部
長
、
押
味
建
築
本
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
副
会
長
、
役
員
、
委
員
長
そ

し
て
事
務
局
の
皆
様
方
と
一
致
協
力
し
て
、
建
設
業
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て
、
微
力
な

が
ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
本
日
、
こ
こ
に
ご
出
席
の

皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
村
前
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
二
〇
一
三
年
か
ら
二
期
四
年
に
わ
た
っ
て
会
長
の

職
を
務
め
ら
れ
、
当
会
を
、
会
員
企
業
だ
け
で
な
く
、
建
設
業
界
の
内
外
か
ら
も
、
そ
の

動
向
に
衆
目
を
集
め
る
存
在
に
ま
で
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、「
労
務
賃
金
改
善
等
推
進
要
綱
」「
建
設
業
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」「
生
産
性

向
上
推
進
要
綱
」
等
の
策
定
に
加
え
、「
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」
と
「
生
産
性
の
向
上
」

と
い
う
建
設
業
界
全
体
に
関
わ
る
問
題
に
明
確
な
方
向
性
を
示
さ
れ
、
先
の
「
働
き
方
改

革
」
の
議
論
に
お
き
ま
し
て
も
、
い
ち
早
く
政
府
の
方
針
に
賛
同
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
果

断
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
業
界
を
先
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、

中
村
前
会
長
の
四
年
間
の
ご
功
績
に
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ

と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
シ
ス
テ
ム
の
早
期
稼
働
と
普
及
促
進
に
会
員
の
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

週
休
二
日
の
定
着
と
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
が
実
現
す
れ
ば
、
後

進
性
の
強
い
わ
が
国
の
建
設
業
が
一
気
に
近
代
産
業
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　

第
二
の
課
題
は
、「
イ
ン
フ
ラ
輸
出
戦
略
へ
の
貢
献
」
で
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
二
〇
二
〇
年
を
目
処
に
、
イ
ン
フ
ラ
輸
出
を
三
〇
兆
円
に
拡
大
す
る
こ
と
を

成
長
戦
略
の
柱
に
据
え
、
こ
れ
を
具
現
化
す
べ
く
、
毎
年
、「
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出
戦

略
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
の
「
強
み
の
あ
る
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
最
大
限

に
活
か
し
て
、
世
界
の
膨
大
な
イ
ン
フ
ラ
需
要
を
積
極
的
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
わ

が
国
の
力
強
い
経
済
成
長
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
当
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

政
府
の
こ
う
し
た
姿
勢
に
呼
応
し
、
幅
広
く
イ
ン
フ
ラ
産
業
と
連
携
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
輸

出
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、
海
外
建
設
協
会
と
と
も
に
、
各
方
面
へ
の
要
請
や
提
言
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
の
課
題
は
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
貢
献
」
で
あ
り
ま
す
。

　

三
年
後
に
迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
わ
が
国
建
設
業
の
実

力
を
世
界
に
示
す
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
建
設
業
が
貢
献
す
る
姿
を
広
く
社
会

に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
若
者
を
建
設
業
に
呼
び
寄
せ
る
動
機
付
け
に
な
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
、
先
の
熊
本
地
震
か
ら
一
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た

が
、
未
だ
に
、
多
く
の
方
々
が
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
建
設
業
界

は
、
被
災
地
の
復
興
と
創
生
に
総
力
を
挙
げ
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、
災
害
時
の
記
憶

を
決
し
て
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
建
設
業
の
社
会
的
使
命
と
し
て
、
引
き
続
き
、
災
害

対
応
に
万
全
の
態
勢
で
臨
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
建
設
業
を
先
導
す

べ
く
、
全
て
の
会
員
が
積
極
的
に
参
加
す
る
団
体
活
動
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
出
席
の
皆
様
方
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Takashi Yam
auchi

山
内
隆
司

会
長
就
任
挨
拶

　

中
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。
退
任
に
あ
た
り
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
土
工
協
の
会
長
を
二
年
、
三
団
体
が
合
併
し
た
後
の
新
生
・
日
建
連
で
土
木
本

部
長
を
二
年
、
そ
し
て
平
成
二
十
五
年
四
月
に
、
野
村
前
会
長
の
後
を
受
け
て
日
建
連
の

会
長
を
四
年
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
四
年
間
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る
役
員
な
ら
び
に
会
員
企
業
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
、
本
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
色
々
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
建
設
三
団
体
が
一
つ
の
日
建
連
に
統
合

で
き
た
こ
と
が
、
思
い
出
深
い
出
来
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
建
連
会
長
と
し
て
、
こ
の
四
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
建
設
業
界
、
我
が

国
の
政
治
・
経
済
の
い
ず
れ
も
が
劇
的
に
変
化
し
た
四
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
担
い
手
確
保
の
危
機
感
の
も
と
、
皆
様
と
共
に
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
取
り
ま
と
め
、
公
表
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
方
向
性
に
間
違
い
は
な
い
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
山
内
新
会
長
の
下
で
、
建
設
業
界
の
更
な
る
発
展
と
会
員
各
社
の
成
長
に
つ

な
が
り
ま
す
こ
と
、
日
建
連
活
動
の
益
々
の
充
実
を
目
指
さ
れ
ん
こ
と
を
、
大
い
に
期
待

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
四
年
間
、
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
、
ご
厚
情
に

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

M
itsuyoshi N

akam
ura

中
村
満
義

会
長
退
任
挨
拶  

一
般
社
団
法
人
日
本
建
設
業
連
合
会（
日
建
連
）は
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日
、

東
京
・
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
平
成
二
十
九
年
度
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、理
事
・
監
事
の
選
任
、平
成
二
十
八
年
度
決
算
の
承
認
等
が
行
わ
れ
る
と
も
に
、

山
内
隆
司
大
成
建
設
代
表
取
締
役
会
長
が
新
会
長
に
就
任
し
、山
内
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度

定
時
総
会
を
開
催
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先
日
の
定
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
新
た
に
建
築
本
部
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

建
築
生
産
を
巡
る
環
境
は
、
未
曾
有
の
変
化
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

な
か
、
大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
、
地
球
環
境
問
題
の
解
決
を
図
り
、
さ
ら
に
多
様
化
・

高
度
化
す
る
建
築
ニ
ー
ズ
に
建
設
業
が
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
建
築
本
部
は

様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

先
ず
、
建
設
業
全
体
の
課
題
で
あ
る
「
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」
に
つ
い
て
は
、
公
共

建
築
工
事
の
円
滑
な
施
工
確
保
に
向
け
た
国
土
交
通
省
官
庁
営
繕
部
に
よ
る
様
々
な
施
策

に
沿
い
、
ま
た
、
民
間
建
築
工
事
に
関
す
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
の
た
め
の
平
成

二
十
五
年
以
来
再
々
の
決
議
に
基
づ
く
適
正
な
価
格
・
工
期
・
契
約
条
件
に
よ
る
受
注
活

動
の
徹
底
に
向
け
て
、
週
休
二
日
を
前
提
と
し
た
適
正
工
期
算
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
等

の
取
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
「
生
産
性
向
上
」
に
つ
い
て
、「
生
産
工
程
に
お
け

る
生
産
性
向
上
」、「
施
工
Ｂ
Ｉ
Ｍ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
」、「
設
計
・
施
工
一
貫
方
式
の
普
及

促
進
」
等
に
加
え
て
、
生
産
性
向
上
の
基
盤
と
な
る
「
魅
力
あ
る
建
築
生
産
の
場
づ
く
り
・

人
づ
く
り
」
等
の
取
組
み
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
建
築
本
部
と
し
て
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
安
全
・
安
心
の
建
築
・
街
づ
く
り
へ

の
貢
献
」、「
低
炭
素
・
循
環
型
社
会
の
構
築
へ
の
貢
献
」、「
未
来
の
建
築
文
化
の
創
造
」

に
沿
っ
て
、
建
築
物
の
耐
震
性
能
、
環
境
性
能
の
向
上
に
向
け
た
活
動
、
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
の
表

彰
事
業
等
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
土
交
通
省
の
ご
指
導
の
も
と
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
、
各
種
の
活
動

を
展
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
の

土
木
本
部
の
活
動
に
つ
い
て

Youichi M
iyam

oto
宮
本
洋
一

副
会
長
・
土
木
本
部
長

　

先
日
の
定
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
土
木
本
部
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

土
木
本
部
は
、「
担
い
手
の
確
保
」
と「
生
産
性
の
向
上
」
を
最
重
要
課
題
に
位
置
付
け
て

活
動
し
、
公
共
工
事
の
円
滑
な
施
工
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、「
建
設
業
の
働
き
方
改
革
」

を
推
進
し
ま
す
。
意
見
交
換
会
で
の
発
注
者
と
の
議
論
や
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

会
議
で
の
実
務
的
な
検
討
を
通
じ
て
、
諸
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
「
担
い
手
の
確
保
」
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
を
若
者
や
女
性
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
産
業

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
特
に
休
日
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
た
め
、
適
切
な
工

期
設
定
と
工
程
管
理
、
円
滑
な
設
計
変
更
、
業
務
の
効
率
化
、
適
正
な
労
務
賃
金
の
確
保

等
の
環
境
整
備
を
進
め
、
建
設
現
場
の
週
休
二
日
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
生
産
性
の
向
上
」
に
関
し
て
は
、
昨
秋
の
「
未
来
投
資
会
議
」
に
お
い
て
、
安
倍
総
理

か
ら
「
建
設
現
場
の
生
産
性
を
二
〇
二
五
年
ま
で
に
二
割
向
上
さ
せ
る
」
と
の
目
標
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
昨
年
度
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
の
生
産

性
向
上
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
や
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
精
力
的
に
検
討
を
進
め
、

関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
等
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

こ
れ
ら
の
成
果
を
現
場
に
浸
透
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
用
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
「i

‐Construction

推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
積
極
的
に
参
画
し
、

生
産
性
向
上
へ
の
取
組
み
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
に
加
え
、
建
設
業
が
し
っ
か
り
と
生
産
体
制
を
維
持
し
、
わ
が
国
の
経
済
社
会
活

動
の
基
盤
と
な
る
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
高
い
社
会
資
本
の
整
備
が
着
実
に
進
む
よ
う
、
安

定
的
・
持
続
的
な
公
共
事
業
費
の
確
保
を
関
係
各
方
面
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
関
係
各
位
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
の

建
築
本
部
の
活
動
に
つ
い
て

Yoshikazu O
shim

i

押
味
至
一

副
会
長・
建
築
本
部
長

委員会名 会社名 役職 氏名

復旧・復興対策特別委員会 清水建設 会長 宮本洋一

電力対策特別委員会 鹿島建設 社長 押味至一

総合企画委員会 大成建設 社長 村田誉之

広報委員会 竹中工務店 社長 宮下正裕

環境委員会 熊谷組 社長 樋口 靖

労働委員会 戸田建設 社長 今井雅則

けんせつ小町委員会 三井住友建設 会長 則久芳行

都市・地域政策委員会 西松建設 社長 近藤晴貞

災害対策委員会 五洋建設 社長 清水琢三

国際委員会 大林組 社長 白石 達

会計・税制委員会 前田建設工業 会長 小原好一

安全委員会 飛島建設 社長 伊藤寛治

公衆災害対策委員会 淺沼組 社長 淺沼健一

鉄道安全委員会 東急建設 社長 飯塚恒生

公共工事委員会 鹿島建設 副社長 茅野正恭

公共契約委員会 大成建設 副社長 台 和彦

公共積算委員会 大林組 副社長 土屋幸三郎

インフラ再生委員会 清水建設 副社長 岡本 正

土木工事技術委員会 大豊建設 社長 水島久尾

電力工事委員会 安藤・間 会長 小野俊雄

鉄道工事委員会 鉄建建設 社長 林 康雄

海洋開発委員会 東洋建設 会長 毛利茂樹

建築設計委員会 鹿島建設 専務執行役員 尾﨑 勝

建築生産委員会 鴻池組 社長 蔦田守弘

建築制度委員会 フジタ 社長 奥村洋治

建築技術開発委員会 奥村組 社長 奥村太加典

住宅委員会 長谷工コーポレーション 会長 大栗育夫

優秀建築表彰委員会 竹中工務店 社長 宮下正裕

平成29年度定時総会において、各委員会委員長の選任が行われ下記の方々が選出された。
日建連新体制 委員長一覧

平成29年4月28日時点

：新任


